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福岡県歯科保険医協会入会申込書　　　　　　　　　　　　　（本会の目的）本会は歯科保険医の生活と権利を守ると共に国民の歯科医療充実と向上をはかることを目的とする。貴協会の趣旨ならびに協会規則に賛同し、入会いたします。（フリガナ）氏　　名年　　月　　日．��　（男・女）生年月日＿＿＿一L1　開業医・勤務医医院住所　　〒2　開業・勤務　　年　　　月より医院名TEL標榜科目　　　　　　　経営形態FAXEメール1．一般歯科2．小児歯科3．矯正歯科4．歯科ロ腔外科1．一般開業医2．一人医療法人3．医療法人自宅住所　　〒TE：L出身校＿＿＿＿＿＿一＿概所宅糠泊資12［入会手続き】入会申込書、口座振替依頼書に必要事項をご記入、ご捺印下さい。【会費］入会金　　3，000円会費月額　4，000円　※　　会費は、3ヵ月毎に先生のご指定口座より自動引き落しいたします。　　　　引き去り月は、2月（1〜3月分）・5月（4〜6月分）・8月（7〜9月分）　　　　11月（10〜12月分）の25日です。　尚、別紙の協会規則・個人情報保護の取り扱いをご理解の上、入会手続きを　お願いいたします。キ」1トリ…線韮福　岡　　銀行西日本シティ銀行依頼人福岡県歯科保険医協会会費口　座　振　替　依頼書平成　　年　　月日　　　　　　　　　　　　　支店獅中（いずれかの銀行名にOを付け、支店名をご記入下さい）住　　所氏　　名��（銀行取引使用印）　福岡県歯科保険医協会会費を銀行四座で払うことといたしますので、下記により依頼致します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　記1．福岡県歯科保険医協会に支払うべき私の会費について、私に通知しないで所定の期日までに、末尾記載の指定預金口座から歯科保険医協会所定の金額を払い出し、福岡県歯科保険医協会口座に振り込んで下さい。2．前記1．については、当座勘定規定又は預金規定にかかわらず、小切手又は普通預金請求書は、いっさいこれを省略して下さい。3．預金ロ座の残高が所定期日までに必要金額に満たないときは、その旨を歯科保険医協会に連絡されても異議ありません。4．この取扱いについて仮に紛議が生じても貴行に迷惑をかけません。預金科目口　座番号氏　　　名指定預金香@　座（フリガナ）当座・普通※なお、会費改定の際は福岡県歯科保険医協会の通告にもとづき、所定の会費額を私　に通知することなく払出されても異議ありません。注1．該当銀行を○で囲んで下さい。注2．会費は3ヵ月ごとに2月・5月・8月・11月の25日に自動引き落しとなります。　　　　　第量伊野　　鞠傭1棄粕団口●躍費斜篠験磨傭舎と椰し　　　四脚筐猟おく．　　　　　簾2章ロ醜と馴購鏑2条．＊脅は像尉屋�o・匪鯛0の生　　　活と欄■守ると蹟に回属の鮒日膿　　　の虚血と向上をはカ」ること山回的と†　　　愚．第8条＊会は●0記の山回壱漉虞するため嚇下　　　飼の事忌蜜行う。‘　　1　二二馴闘睦■艶中心として，モの他■　　　遣二二膿に：鷺する■査・航　　2　石叩愉．欝響会の鯛催艮口輪師の⇔　　　麹　　3　倶取口康に虚貝な囎�oの鯛　　4　隠男の鱒骨と讐漢　　5　�o　　6　モ・の臓と鱒める事漏　　　　　　第8章会　　員第4戴　掴�o下の働嚇侃■凹慮で・2脚会の鋼1隠薩　　　を鵜し覧二二の　入会会．二二壱温める　　　轡を会員と†る．　　　　　　’傭5条　宰禽に大壷しょうとする轡は所定の　　　申込書壱撮出り轍よし�`粕の会員は自購屋でたげれば准ら　　　ない8脅員に訓じて℃：傘脅の噂明馳に●加　’　する、雛加引力する轡は蘭留曹員とす　　　ろ．　　2準会員　　　　・　　　本会の白話に角力するものは準山面　　　とずる．　　　準工員は二会の1剛臓に三二r9「ること　　　がで豊る．第6条　本脅を坦会しようと†る轡は馴由壱　　　飼し退禽闇t担出すればよし、た」ピL　　会燗に6ケ・月を萬』」て覧引9潰劇杁　　　鶴，たと豊は』珊8噛にはかり．珊蕨　　会員の過会判砲豊壱行うこと雌で藍る．第7条　会員は蒲的を守っで牟曲の催†告糧　　　の会倉に山庸し、自由に意見をのべ．　　＊脅の踏加騰壱利用すること潮で豊　　る．虫た会員は，欄にi綴い便員壱置　　拳し，遇鱗される相利がある．脇力会　　員ほ．率会の事轍にの加することはで　　世る雌．幽訣細はもたない．協力会員　　の会費は繊面しない．　2　準会員は＊会の事第に9伽すること　　がで豊愚が、■映翻1駐含もたない．　　融員の脅嚢は徽収しない．　　　　　　第4門役　員第8桑　‡会は次の役員をおく．　　　　　会長　1名　　　　　岡田　8省助内　　　　　霜事30名以内　　　　　《但し．臨融艮�求j　　　　監事　2弓傭9条＊会の役員は次の置り置出ずる．　　　1　＊会の霞員は樋会において麺出†　　　　る。遇出方樹朗りに定める．　　　　倒賜は2隼とし，ただし亀π径噛志虫　　　　たり1ない．　　　2・設澱の櫨充は翼事曲で行，ことが　　　　「でむる．たゴビし．次翔●会に鞭告し激　　　　顧を縄る．．第鱒条　禽曼は環望潮の1鵬長となり．裳た本　　　　会の代魂呼となり会轍の飯島に　　　　あたる．第臆頚　副会長は会長を捕侮し隔会燃あ　　　　ろと豊は．これ柵する．錦12集　忌事は晶晶『部■握聞し、会欝を軌’　　　　行ずると繭に．二二二二摺搾し．臼常　　　　の�oの實ヒ任ずる．　　　　　・傭重3条　■�鰍ﾌ二三艮τ陰計壱聖壷ず　　　　る．1�oに出即して国見麿述　　　べること1いで藍る．繁且4条　側隠に欠員が生じた殉は、植充する　　　　ことがで8ろ．傭置5条役員の笛期は＝訪年と†愚．但し　　　　■住を妨げない．倒賜壱崩丁して　　　　も緩任賓力嫌騰を仔う塞では，モ　　　の1■鵬を行わなければならない．篤」6条　ホ会に劇同を瞳くことができる．　　　但し緻の承認■喪する．　　　　　第5章会　　■日置7条　：ホ会に会■■おく．　　　　継会　　　　・　　　　臓自邸県　会誌の蹴訣昏産出庸の盛鰍によ　　　るが司否圓敷の帥じム織曇伊軋める．篤19集　●会は本会の最喬訣■出品であ　　　り、定期出会魯ま臼絢11回4周に●曹噛　　　磨鱒●会は旧事会が轟翼と■めた　　　瞳．あろし、は会員の5分の11凱」ヒの　　　聾求伊あると営は■か胞はな・6な　　　い．繰会の蹴長は一斗会同より守門　　　する．纂20条　四四で櫨次の事下側行なう．　　　1不可匿告の噛臓映慮　　　2　剛の俸磁」但じ出庸会員　　　　　の3分の2以上の賛画聖翼する　　　8循出力針の翻脆碇　　　4　訣算な6びに予俸の轍　　　6　モの他圃二丁凋の�o纂21条二会の朔臥編所尊は署事会で快　　定ずる．．纂22弓勢噂吟は‡会の糊下中胃であり．　　・舷副会長．鼎ナる．傭38四脚尋曲調脚質月1回以』調倉，モの　　　仙必聾と謬める帥は会長が召集す●る　　　　　篤6章地山組織第24彙　本会に会勝を廻国1し噛�oを　　　図ろため紬区艦臓をおくことがでむ・　　　る．第15崇地区細幽の二心は支鶴とし馳：支部　　　曇壱1各量く。第26県　コヒ餌長は亀甲脚圏ゆら■出し窟事　　会の」繭を得なければたらない．　　　　　　第7章会　　計驚37条　＊会の艦費1去会費．事纂収入，寄　　　付血を以ってあてる．第38条＊会のλ会全、会費は購会で訣め　　　る．ただし、会費に擢1剛轟書料倒悶朗睡　　　駈阿の購醜暢を倉む．錦3●条　：ホ会の財窟は遍事会が謝るδ第80条＊会に納入濟の会費は週即しない．第81条ホ会の会徽は紳4月1日よ　　　り飴ま軌翌隼8月81日に終る．　　　　　　第8章事自邸第82条節会に事訪昂■置く．　　　鞘局員の地山．鯖与，モの曲必裏な　　　�o会で訣める．　　　　　　　耐　　則1　二日に簡ずる礫規定書痴で豊める．2　ホ倉はb全国門門園司体遣二会に加職し　　ている．3　準吟興の細ぱ118の範囲とする．　　�@隅剛臓1鹸の会員　　�A簡縄県禽科像謝匪臨会・福剛賢係臓医　　国瞼、剛鹸の噂嚇鴛員　Φ曲面鰭助に�o雪あり、旧事　　会が鋸めた脅．4　この親則隠臓映の日から餌〒する．　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　●響陶54」口月14日　罐窓■馴藺50」摩4月11日　■■�o口目繭68皐4月28目　■一闘腿設貫丁1F調駐12年4月22ロ　一i圏岡識翼r平虞14月4月20日　一9質躍禽貫r畢購16肩4月24ロ　一鵬1臣μ改訂福岡県歯科係険医協会個人情報係霞の取り扱い200引μ月福岡景歯科係臓医協会　福闘鵬�o脇会は．ホ舎煽溢する愈貞尊の薗人撹囎を億■する立趨から駈以下の蹴点塾遵守した偶人門門の取り楓い壱”い虫ず．この敢り温いを公讃†るために，二二所の見や†い稽溺に予示すると画論に面会ホームページに鵡礪し塞†．ユL岨　　　　　　　　，．　　・　鋤弓隠』λ脅申込書．口囲国劇加リL串込書．その凹の‘傅聯により偶人傭鞭‘西名．住所尊で’幽麟欄人を■尉でセるもの，■歌即し自ず．徊人傭翰の歌縄にあた，てほ．適餉かつ適正な力捷により欺弔し塞†．　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　敏縄した二人僧●につ恥ては．汝。画品絶期し虫ず．ω会員証傳の俸虞・国窟およ三白員管翼創■等の循臨ω�oの■三略の暉遇ω厩露禽●の■し鞠。癖内ω跳鋳朝慶管汲の1昭■　　ロ�挙�会の釦■め倫員外のオのみ）《‘）モの弛三会潮四聖遂傍する上で細な骨偽ω金国像験■団体遮合会（四国瑚からの催しの實内尊，周讃物の郎正心　入脅ゆ込書により偶人二二を歌鼻†る趨舎は臨あらかじめ価人情転の判用臼的を入禽申込●儲貫責馬聖工む，に腕鯖し塞’す．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂　尉用目曲以外の圏的で側人情轍聖別用したり，＊人の同實を縄ないで飼人情嘔を錦三賓へ縄供することはあり謝せん．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■一　利凋昌的壱喪更†る轡倉に昌ま・変夏帥の利躍画的と■遣する合評始な亀門内で変刷り・ることとし・箆更した国用日的にrついて，＊噛ムペーりおよび事鵬斎に絢景し明す．　判用目酌の聰圏内で偶人ジ』タの粟り嵐い壱璽駈†る柵合偵i鋳劇度の瞥及，郎便鞠の鞘避等）は・婁駈壱糞けた轡への四割かつ適切セ転調をf7い正す．　傑寵†る個人データは、償に正儲かっ最斬の内轡となるよう鍋め虫’す．　鋼人愉轄の職り匿いにあた，ては，紛臭．脚鳳敬宜、襯謄等館ないように傑曜捨匿を膿じ，喪全管瑠には十分巴回し虫「r．　　　　　　　　　　　　●一　個人情轄奮着り飯う．圏会の山彙轡に対して嚇何人傭瓠偶鵬についての敬宵聖日常的に行い、偶人情輌の寄贈爆絢℃★金働■カq閏られるよう■禽し裳†．・⊥岨』四隅　側人愉棚の一尉圓約の闘示，侃”る儒人データの，爺、訂正，利用停止螂壱求める船は，ホ人もしくは開壇障め開門もしくは口叩で箇会事騰局に■し山ることとし官†．モの臨の苧鼠軸は馬上とし虫†，　本人もしくはその画歴人から．徊人情願の剰月目飽。蟻禽が循有’ナる直人データの闘示を求められた臨本人に”して郎灘により遣やかに本人に闘示し塞す．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　本人もしくはモの代■人によ軌ホ人平人デー・タの内書仰寅でないという狽由によって、データの訂正舳適加。副顧の申し出伊あった帥は●資会伊踏翼な■誉皇行い璽モ・の二二に茜づ者必翼な訂正尊の僧厘をとり塞守．mE尊をおこな，た跨は愚の管●ら訂正尊の措置をとらない剛2：モ・の睡と腐幽を＊人に遣釦し塞†．　本人もレくはその画壇人により、利用目的による●風℃麺正な幽幽．鏡三調停供の制霞に斌反しているという曲目によ，て，創人データの台臨停止，鵬去の申し幽朗あった趨舎で、モの求めに翻由雌あろことカ9判明した縛は，利凋停止尊の揃農壱とり喫す．剰用停止鮮聖おこなうた時はモの口を．三層停止尊の鋤魔をとらない縛はモの口と璃自を索人に遼釦し喚†。一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　幽会の鯛人傭轍の周り鎮いに酎して曹傭力電ある」胎は，幽会事醜局に申し出ることとし、瞥情尊の欺り損いにあたってに，適臥価鰭な鍋糎に闘め雲†．阯

